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Activity Report 

旧年中は並々ならぬご厚情を賜り、厚く御

礼申し上げます。 

本年も職員一同、一丸となってより良いサ

ービスをご提供できるよう精進して参りま

すので、皆様の御指導御鞭撻の程宜しくお願

い申し上げます。 

株式会社 銭形企画 

謹んで新年のお喜びを申し上げます 

今年の「ぜにがた旅行」は、１２月６日・７日に日本三景のひとつ天

橋立へ行ってきました。参加者の皆さんは、冬が近づくにつれ、この日

を今かいまかと待ち焦がれて来られましたが、ついに当日を迎えること

となりました。初日は朝から曇り空でしたが、晴れ男・晴れ女の一行は

気にせずマイクロバスに乗り込み銭形企画を出発。京都縦貫道をひた走

り、約１時間で初日の昼食ポイントである道の駅「味夢の里」（京丹波町）

に到着しました。昨年、京都縦貫道の延長開通に合わせてできたばかり

の新たなサービスエリアで、ラーメン、たこ焼き、かつカレーなど皆さ

ん思い思いのランチを楽しまれました。お腹も膨れたところで再び車に

乗り込み１時間ほど高速道路を走ると宮津天橋立ＩＣです。 

 海辺の景色を眺めながら湾岸道をゆっくり走ること約１５分、今回の

お宿「宮津ロイヤルホテル」に到着しました。ホテルは小高い丘の上に

あり宮津湾を一望できるロケーション。ロビーには電飾されたクリスマ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スツリーがそびえ立ち、年末ならではの季節感を演出しています。移動

中は雨が降ったり止んだりの天気でしたが、バスの中のことなのでノー

プロブレム！明日はきっと晴れることでしょう。 

部屋で一息ついた後は、早速ホテル自慢の天然温泉へ。広々とした大

浴場はデイサービスのお風呂何個分・・・？ なんてことを考えながら、

皆さんいつも以上にゆっくり湯船に浸って日頃の疲れを洗い流してい

らっしゃいました。 

 温泉を満喫した一行は、いざお楽しみの宴会場へ。テーブルの上には

すでに海の幸を中心に豪華料理が並べられ、ぜにがた旅行定番の「船盛」

もドド～ンと鎮座しています。いよいよ利用者さん代表による乾杯の音

頭で宴会がスタート！ 今回職員が用意した余興は、日本が誇る古典芸

能「安来節（どぜうすくい）」。開始早々、たくし上げた浴衣に手拭いの

ほっかむり、鼻には古銭のいで立ちで登場した面々は、この日のために

仕込んだコミカルな踊りと所作を披露。利用者さんも「アラエッサッサ

ー！」の掛け声で踊り手をあおり立て、会場全体は大盛り上がりとなり

ました。余興でひとしきり騒いだ後は、おいしい料理に舌鼓を打ちなが

ら皆さんカラオケで十八番を熱唱。まさに飲めや歌えや踊れやの賑やか

な宴会となりました。たまのハメ外しにまだまだ盛り上がりたいところ

ではありましたが、明日も早いということで宴は盛況のうちにお開きと

なりました。 

２日目、昨夜の宴会にお疲れ気味かと思いきや朝食会場

に現れた皆さんはすこぶるお元気そう。たくさん並べられ

たバイキング料理に目移りしながら右へ左へ行ったり来

たり。朝からそんなに食べて皆さん大丈夫ですか～！？ 

 集合写真を撮り終え午前１０時、一晩お世話になったホ

テルの方たちともお別れしバスは出発。３０分も車を走ら

せれば天橋立に到着です。やはり天候は晴れで冷たい潮風

が清々しく感じられます。さすがはわが国屈指の景勝地で

す。園内は手入れが行き届き、自然と人の手が織りなす造

形美は風光明媚そのもので、何度来ても心動かされます。

天橋立を後にした一行は、２日目の昼食ポイント「橋立海

産センター端松苑（ずいしょうえん）」へ。 

 昼食の後はこれも旅の醍醐味のひとつ、お土産の買い物

を堪能されました。地元特産物のお土産をいっぱいに積ん

だバスはエンジンをうならせ急な山道をぐんぐん登り最

後の目的地「成相山」へ。先ほど近くで見た天橋立も良か

ったのですが、山の上から眺望する天橋立の全景は圧巻

で、日本の豊かな自然の素晴らしさを改めて感じることが

できました。 

 楽しかった旅行ですが今回はここまで。また皆さんとの

素晴らしい思い出をたくさん作ることができました。ご参

加いただいた皆さんどうもお疲れさまでした。また来年の

旅行も楽しみに待っていてくださいね。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Information 

 この度銭形企画に入社致しました

職員をご紹介させていただきます。 

どうぞ宜しくお願い致します！ 

 
 昨年末より銭形企画に新たな車が増えま

した。 

 今回増えた車はなんと”マイクロバス”

です！これから旅行やバーベキューなど

様々なイベントでの活躍が楽しみです。 

藤井 美那子（ホームヘルプ事業部） 

 １２月１日に入社しました。 

 ご利用者様がその人らしく生活できる介護・支援について、毎日改

めて学ばせて頂いています。ご迷惑をおかけすることもあるかと思い

ますが、精一杯がんばりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

西本 さおり（デイサービス事業部） 

 11 月から入職させていただいております西本です。 

 デイサービスの仕事は初めてで不慣れな点が多く、反省する毎日で

すが利用者様の笑顔にはげましていただいています。少しでもお役に

立てますよう頑張りたいと思っています。今後ともよろしくお願い致

します。 

石原 孝子（ホームヘルプ事業部） 

 11 月に登録をしました石原孝子です。 

 解らない事も沢山あり、皆さんに教えて頂きながら頑張りたいと思

っています。 宜しくお願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「銭形通信」は、（株）銭形企画の情報公表の一環としてご利用様ならびに関係機関のみなさまにお渡ししております。 

『銭形通信 Vol.30 秋号』 

発行元：（株）銭形企画 〒600-8357 京都市下京区黒門通五条下る柿本町 594番地 33 

ＴＥＬ：075-353-4880（代） F A X：075-353-4891 E-mail：mail@zenigata-kikaku.jp  

編 集：佐々木 一喜（ささき かずき） 高田 暁仁（たかだ あきひと） 福井 一夫（ふくい かずお） 

お正月と言えばもうひとつ。お年玉を甥や姪に渡すことも忘れてはならない恒例

の行事です。普段はヤンチャな彼らもこの時ばかりは神妙な態度で、お年玉を手渡す

と満面の笑顔で「ありがとう。」などと言ってくれます。そんな子供の喜ぶ顔に触れる

と「オレもいいオジサンになっちゃったなあ～。」と嬉しく誇らしく思う一方で、「また一

つ歳を食ってしまった。」とおセンチ（死語？）な気分にもなります。ちなみに、一昨年

わが家にも愛娘が生まれたので、うちも今年はたくさんお年玉をいただきました。 
 
とにもかくにも、この心を動かす言葉“ありがとう”には不思議な力がありますよ

ね。人々の笑顔を広げてくれる魔法の言葉です。 
 
私たちのヘルパーという仕事においても、“ありがとう”はご利用者様と私たちをつ

なぐ重要な言葉です。日々ご利用者様との関わりの中で、自分自身が勉強、成長さ

せていただいているという感謝の気持ちを抱きます。その上、「ありがとう。」とご利

用者様から直接喜びの言葉をいただけたときは、この仕事に携わってよかったと実感

します。 

ご利用者様一人ひとり抱える事情や要望は異なります。話を聞いてほしい、気持

ちよく入浴したい、安心できる生活をしたいなどなど・・・。何を本当に求めていらっし

ゃるのか、どのような支援が必要なのか、ご利用者様の気持ちに寄り添い、常に目配

り・気配り・心配りを大切にすることが、ご利用者様に心から喜んでいただくことにつ

ながるのだと思います。 

Column 

新年あけましておめでとうございます。本年もどうぞよろしく

お願いいたします。 

さて、お正月と言えばお雑煮。ご家庭それぞれにこだわりがあ

ると思いますが、私の実家のお雑煮は京風の白味噌仕立て。カツ

オ節をたっぷりのせて頂くのが私のこだわりで、この時期ならでは

の大好物です。しかし、ついつい食べ過ぎてしまい、正月明けは

心なしか体が重く感じてしまうのは毎年の悩みの種です（笑）。 

今年も結局餅を食べ過ぎ、体重は新春から縁起よく上

り調子です（泣）。たくさんの感謝の気持ちと少しの減量へ

の意識をもって、年始早々“おとそ気分”を拭い去り、しっか

り仕事に励んでいきたいと思います。 

【執筆：永尾 美彦】 


